
 
              

 

 

 

沖縄本島の西海岸に面する大山
ウ ヤ マ

は、

北東に伊佐、南東に字
あざ

宜野湾、南西に

真志喜に接した、宜野湾市でも一、二

を争うほどの大きな集落です。  

戦前、農業を生業
なりわい

にしていた大山は、

豊富な水源と広大な耕地面積に恵まれ、

かつ農家一戸当たりの耕地面積にも恵

まれていました。そのうえ大山の人々

は働き者としてよく知られ、黒糖の生

産高は村内トップを誇っていました。  

また海側には沖縄県営鉄道嘉手納線が運行しており、地域の方々からは「軽便鉄道
ケ ー ビ ン

」

の愛称で親しまれていました。現在でも軽便鉄道の線路跡は「ケービンミチ」としてそ

の名残をとどめています。  

しかしながら、沖縄戦では、大山も甚大な戦災を受け、民間人だけでも 300 人近い人々

が戦争の犠牲になりました。また大山の集落には米軍部隊が駐留し、大山の人々が集落

に帰ることはなかなか叶いませんでした。今も山手側は普天間飛行場に接収されたまま

となっています。  

戦世
イクサユー

の苦難、そしてアメリカ世
ユー

の苦難に直面しながらも、大山の人々は持ち前の団結

力で戦後の復興に尽力しました。それはまさしく、綱引き
チ ナ ヒ チ

の旗頭に掲げられるような、「和

気満堂」「協力一致」の文言さながらの営みだったのでした。  

問い合わせ・情報提供先        ∗  ∗  ∗  

  （０９８）８７０－９３１７  

Fax  （０９８）８７０－９３１６  

E-Mail:Kyoiku08@city.ginowan.okinawa.jp  

第２９号・２０１３年１２月１８日（水）発行  

年２回  （７・１２月発行） 
                         

編集・宜野湾市教育委員会  文化課  市史編集係     〒９０１‐２２２４ 

沖縄県宜野湾市真志喜１‐２５‐１ 

（宜野湾市立博物館内）  

Gači-majaa

※宜野湾市役所のホームページで、バックナンバーも公開中 ! ! !  

HP：http:/ /www.city.ginowan.okinawa.jp  

大山の綱引きの旗頭（2001 年撮影） 

次のページから、さらに詳しく大山についてみていきましょう！ 
1 

 



「大山
ウ ヤ マ

の田芋
ターンム

」 

大山の特産物と言えばターンムがあげられるのではないでしょうか。ターンムはサトイ

モ科の植物で、和名では田
た

芋
いも

もしくは水
みず

芋
いも

と呼ばれ、沖縄では水田で栽培されることから

ウチナーグチで「ターンム」「ターウム」「ターマーム」などと呼ばれています。また、ウ

チナーグチで、大山の事を「ウヤマ」、田んぼの事を「ターブックヮ」と呼ぶため、大山の

田んぼは「ウヤマターブックヮ」と呼ばれています。 

ターンムの歴史は古く、大山・真志喜

など市内の西海岸地域一帯では、明治か

ら大正時代にかけて栽培されていまし

た。しかし、戦後になると市内の西海岸

地域では野菜の栽培や稲作が中心にな

り、人々の生活を支えていました。その

後、1965(昭和 40)年頃から大山のタ

ーンムの栽培が活発になりました。ター

ンムは子孫繁栄の象徴として、節句の料

理には欠かせないものでもあり、今では

宜野湾市の特産物としても知られてい

ます。 

 

「国頭
クンジャン

への畦道
ア ブ シ

」 

ウヤマターブックヮにあるいくつもの畦道
あぜみち

の中に、「クンジャンアブシ」と呼ばれる畦道

があります。ウチナーグチで「クンジャン」とは「国頭」のこと、「アブシ」とは「畦道」

のことで、「国頭への畦道」という意味になります。現在の国道 58号ができる以前は、首

里から国頭を結ぶ道として利用されていま

した。琉球王国時代、首里から牧港、宜野

湾、読谷を経て恩納、名護へと続く道を

「西宿
イリジュク

」と呼び、宜野湾を通る際には山手

の内陸部ではなく、平坦なターブックヮを

通ったと言われています。そんな歴史ある

クンジャンアブシの一部が、今で

もウヤマターブックヮの中にひ

っそりと残っています。 

ターブックヮで育つターンム 
現在のクンジャンアブシ 
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かつての大山駅跡(2001年撮影) 

（各字別黒糖生産高及び製造費調『宜野湾市史 5巻』より作成） 

*沖縄県営鉄道嘉手納線  

1922(大正 11)年に敷設され、那覇駅を起点として、宜野湾を経由

し嘉手納駅までの区間で運行されていました。 

 

 

 

 

戦前、サトウキビは沖縄において大切な換金作物の１つでした。中部地域は、県内で

も優秀な産地として有名であり、宜野湾村の農業基盤も製糖業でした。その中でも、広

大な農作地を持つ大山は、グラフ１からわかるように黒糖生産高が村内トップでした。 

サトウキビの多くは

製糖小屋
サ ー タ ー ヤ ー

で自家製糖されて

いましたが、その後、嘉手

納の製糖工場へとサトウキ

ビを運び入れるようになり

ました。その運搬手段の要

となったのが、沖縄県営鉄

道嘉手納線*（軽便鉄道）で

した。村内で収穫されたサ

トウキビはトロッコ軌道を

使い、大山駅に運び入れら

れました。 

大山駅は村内に設置された 3駅（大山駅・真志喜駅・大謝名駅）のうちで、最もにぎ

わいがありました。駅には農林学校・師範・中学・女学校等へと通う学生たちや、普天

満宮への参詣に行く人々の姿も見られました。また、普天間との間は客馬車が往来して

いたので、駅構内でも客待ちをして

いたといいます。 

20年以上もの間、軽便鉄道と呼ば

れて親しまれていましたが、沖縄戦

によって破壊され、その役目を終え

ることになりました。現在でも線路

跡は一部生活道路として使用されて

おり、大山小学校裏側や旧大山公民

館前の道路は「ケービンミチ」と呼

ばれ、当時の名残を感じさせます。

また、宜野湾市立博物館には、大山

駅付近で発見された車輪が展示され

ています。ご来館の際には、軽便鉄

道の歴史に触れながら、戦前の風景

を思い浮かべてみてください。 

大山の産業と軽便鉄道
ケ ー ビ ン  
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「軽便
ケービン

がクーン」  

この言葉を聞いて「軽便が来ない」と思った方が多いのではないでしょうか。

また、大山の方は他の地域の方に勘違いをされた経験をお持

ちの方もいる事と思います。  

実は大山では「軽便がクーン」は「軽便が来る」という意

味の方言になります。他の地域では「チューン」 (来る )に対

して「クーン」 (来ない )という意味ですが、大山では「クー

ン」（来る）、「クーラン」 (来ない )という意味で使われています。  

 他にはどの様な違いがあるでしょうか。他の地域と大山の方言を表でみてみ

ましょう。  

上の表からわかるように、他の地域では「チ」「ジ」「チュ」「チャ」「チョ」

の発音が大山では「キ」「ギ」「ク」「カ」「キョ」になっています。これは「キ」

が「チ」に変化しないという大山方言の特徴を表しています。それは古い発音

の形式である k,g 音を使用しているためそのような特徴ができたのです。  

 

大山の方言が他の地域と違う理由は、昔から利用する井

泉の水が違うから言葉も違うのだと言われてきました。  

また、大山に住む地元の方々が自分達の地域と他の地域

の方言は違うのだと誇りを持ち、昔から使われている方言

を変化させずに現在まで使ってきたことが、他の地域と違

いが出た理由の一つと考えられています。  

 昔から伝わる方言を後世に残していけるように、これか

らも大事に伝えてほしいものです。  

【例】      名詞・動詞 他の地域の方言 大山の方言 
着物  ʧiN(チン ) kiN(キン ) 

肝  ʧimu(チム) kimu(キム ) 

釘  kuʤi(クジ ) kugi(クギ ) 

書く  kaʧuN(カチュン ) kakuN(カクン ) 

消す  ʧa:suN(チャースン) ka:suN(カースン ) 

兄弟  
ʧo:re:(チョーレー ) 

ʧo:de:(チョーデー ) 

kjo:re:(キョーレー ) 

kjo:de:(キョーデー ) 
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   戦前からの主な、そして特徴的な年中行事をご紹介します 
                           
クシユッキー(腰憩い)（旧暦２／２）  

田植え終了後、男性中心で行う慰労会で

した。大きな家を借りて、宴会をしました

が、田植えが終わっていない人は参加させ

なかったそうです。現在も総合行事として

行われています。 

サングヮチャー（旧暦３／３）  
女性だけで集まり、歌ったり、踊ったり

して楽しむ日でした。新築した瓦屋の家を

借り切って行い、サングヮチャー 

を家でしてもらえることを誇りに 

思っていたそうです。 

グングヮチグニチー（旧暦５／５）  
健康祈願と合わせ、男子 11歳、 

女子 12歳になったら、初めてサルマタ（下

着）を着ける日とされていました。子ども

たちは友達同士で見せ合って喜びました。 

毎日、サークル活動などで 

大賑わいの大山区公民館♪ 

ガンゴー（旧暦８／２）  
「ウヤマ・マシチ」と連称されるように、 

龕
ガン

(葬式の時に棺を墓地まで運ぶ輿)も真志喜と 

合同で仕立て、使用していました。その祝 

いを、龕屋
ガンヤー

近くの道で行っていました。 

ビーチャーニービチ（旧暦８／１２）  
ジャコウネズミを追払う行事です。小豆

入りのンムニー（芋練り）を作り、小さなお

にぎりを天井や床下に置いて、「今日はヨー 

カビーですから」と唱え言を 

しました。 

タクグヮークェー（旧暦４／１） 
海や海の幸への感謝を込めて祈願をし

ます。宇地泊の漁師から届けられた蛸
タコ

を、

タクグヮークェー（カニクモーとも言う）と言

われる拝所に供えて、拝みをしました。 

チナヒチ（綱引き）（旧暦６／１５）   豊穣祈願や厄払いなどの目的で行われます。 

戦前は当日に綱づくりをし、その日の真夜中 

に引いていたそうです。そのため、近隣の人 

たちは、自分たちの綱引きを終えてから、大 

山の綱引きを見に行ったそうです。 

戦前は 1942(昭和 17)年が最後の綱引き 

でした。その後、1965(昭和 40)年に復活 

させ、現在まで続けられています。 

特徴的なアギエー 

1979(昭和 54)年  これらの年中行事は、現在でも行っているもの
や、または、祈願行事や総合行事などに形を変え

て残っている行事もあります。伝統を守りつつ、

さらに新たな取り組みを通し、地域のつながりを

大切にしている姿はまさしく「和気満堂」「協力

一致」を掲げる大山ならではといえます。 
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 ８／19（月）・20（火）の２日間、沖縄国際大学からのインターンシップ実習生(１名)に、市史の仕事を

体験してもらいました。まず、市史といえば資料！さまざまな資料の収集・整理・保管は大切な仕事です。

その保管資料の一つである新聞の梱包作業を丁寧にしてもらいました。次に、図書登録作業です。データ入

力から装備まで一連の作業をしてもらいました。 

その他、展示会で使う写真パネル・キャプションの整理や、 

『宜野湾市史』刊行に向けての編集作業の一つとして、資 

料の入力作業など、２日間みっしりのスケジュールを頑張 

ってもらいました。地味な仕事ではありますが、これらを 

なくしては『宜野湾市史』は成り立ちません。意義も含め、 

理解してもらえたことと思います。お疲れさまでした♪ 

 

 

 
市史編集係 

 

 

 

事業報告 

 

11月 28日から 29日にかけて、伊是名村産

業支援センターをメイン会場に、研修会が行われ

ました。自然豊かな伊是名村に県内から 45名が

参加し、講演会や伊是名村内文化財巡見など、盛

りだくさんの研修でした。 

戦後資料編Ⅱ「伊佐浜土地闘争」の事業では資料の編集と並行して、伊江島、沖縄県公文書館で資料

調査を行いました。 

伊江島ではわびあいの里にて、阿波根昌鴻氏の資料を調査 

し、伊佐浜の 1955(昭和 30)年当時の状況を伝える資料を 

拝見することが出来ました。 

沖縄県公文書館では、1956(昭和 31)年当時の立退き後の 

インヌミでの伊佐浜の住民の生活実態を調査した資料や、戦 

後移民に関する資料を新たに収集することが出来ました。 

この場を借りて今回調査にご協力いただいた皆様に深く感 

謝申し上げます。ありがとうございました。 
わびあいの里(伊江島) 

▲10／14（月）我如古区公民館にて 

 
■■ぎのわんのサングヮチャー（三月遊び）調査■■ 

 

サングヮチャー調査は、今年度の４月からは字
あざ

宜野湾・ 

大山・大謝名・喜友名・宇地泊・真志喜などで、楽しいお

話を聴かせていただいております♪そんな中、嬉しい知ら

せが！10月 14日に我如古スンサーミー保存会が結成さ

れました！！これからの活動も追っかけたいと思います

ので、引き続きよろしく 

お願い致します♪ 

それから、今年度中に 

普天間・嘉数・新城にも 

伺う予定ですので、その 

際にはぜひご協力よろし 

くお願い致します。 

 
■歴史公文書等整理・活用事業について■ 

 

戦後間もない頃から村役所・市役所で作

成された公文書を整理・保管・活用するた

め、平成 24 年度から本事業がスタートし

ました。現在は公文書の目録化および整理

作業を行っております。 

まだ公開することはできませんが、これ

から多くの市民・研究者の方々などへ、広

く活用していただけ 

けるよう取り組んで 

まいりますので、 

よろしくお願い致 

します。 

＊今回調査を行った場所です。 
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